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★診療報酬改定 
  

 診療報酬改定の内容が、気になる年度末です。与党民主党は、自民党政権時代を批判し 

プラス改定を約束しました。このため、今回の改定率は本体+1.379％・薬価-1.375％全体

+0.004％に設定しました。影響は、それぞれの診療所・病院の機能により結果が違うとは思わ

れますが、良い結果となることを期待したいものです。 
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 2/18、天皇陛下は、東大病院で心臓バイパス手術を受けられ、順調に経過されているとのこと。 

国民の一人として一安心しています。様々なテレビ局が報道する中、陛下の2003年1月前立腺がん 

手術を振り返るニュースで、なんと昨年当院の病院祭で特別講演をされた垣添忠生先生が、医師団

のメンバーとして紹介がありました。そのようなキャリアを知らなかったため、あらためて、招聘

できた喜びを感じました。 

  【ＪＲ大糸線（北アルプス線）の駅舎⑥「南小谷駅」（小谷村）】 



 民主党は、なりふり構わずにマニフェスト無視の政治運営を余儀なくされていま

す。消費税・沖縄米軍基地・八ッ場ダムの問題など、野党時代の元気は与党になっ

たとたんに影をひそめ、政権担当能力の未熟さを露呈しています。昨年の3・11大

震災で、国民も国力も疲弊し復興への道のりはまだまだ遠く、強いリーダーシップ

を持った指導者の登場を待ち望みます。 

 そのような中ですが、安曇総合病院地域医療連携室は2012年辰年を下記に重点を

おき病診・病病・病薬連携に取り組みたいと考えていますので、本年もよろしく 

お願いいたします。 
 

（１）地域連携の推進 
 ・連携医登録の推進：主旨をご理解いただき新規の登録推進に努めます。 

 ・地域連携パスの運用推進・拡充：大腿骨頸部骨折・脳卒中・CKD（慢性腎臓 

  病）について、多くの先生方との協力で運用推進に努めます。 

 ・病薬連携の推進：医薬分業を進めてきましたので、開業薬局・薬剤師会との連 

  携強化に努めます。 
 

（２）安曇総合病院地域連携懇話会の定期開催 
 ・平成12年から開催しています連携懇話会は、昨年までに34回開催しました。 

  本年も、3月・7月・11月に開催できるよう準備いたします。内容にご提案が  

  ありましたら地域医療連携室までお知らせください。 
  

（３）安曇総合病院病薬連携懇話会の定期開催 
 ・平成21年から、半年に1回のペースで6回開催してきました。本年も世話人会で 

  企画を検討し開催に向け取り組みます。病薬連携にご提案がありましたら地域 

  医療連携室までお知らせください。 
 

 

 *当院は、地域完結型医療を目指しています。紹介いただいた患者さんは基本的に逆紹介

させていただいています。病院の機能（入院・手術等）発揮に努めていますのでこれから

もご紹介をよろしくお願いいたします。 
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 2月16日に当院会議室で開催し薬剤師会から21人

の参加がありました。今回は、薬剤師のフィジカル

アセスメントをテーマに、当院呼吸器内科副部長の

岡田光代医師から肺音の聴診についての講義と、シ

ミュレーターを用いてのフィジカルアセスメント体

験をおこないました。スライドでの講義では、正

常な肺の音と疾患による異常な音のサンプルを聞

き、そ の 後、シ ミ ュ

レーターを使い聴診器で音の違いを聴き比べまし

た。多職種によるチーム医療の中で、薬剤師が投薬

後の副作用出現を見逃さないことや、早期の発見が

できれば患者さんにとって「安心・安全」「質の高

い」医療の提供につながるのではないかと思いま

す。さて、このシミュレーターは、当院が属する長

野県厚生連の持ち物で、現在3台（体）所有していま

す。1台（体）が数百万円の代物で、肺音のほか、心

音・心拍・血圧・心電図等のモニタリングができ、

看護師や技師のトレーニングに使用しています。一

応、精密機械のため取り扱いには十分な注意が必要

です。次回の病薬連携懇話会は、8月の予定です。 

（聴診器の説明をする岡田医師） 

 

第 18回

を、1

月 26日

に当院

外来棟

ホール

で開催

しました。当院診療部長で、院内感

染対策委員長の原敏博医師から「ワ

クチン物語～先人の苦労を偲びこれ

からを考える～」についての講演で

した。（参加者60人） 

 

第19回

を、2

月22日

に当院

外来棟

ホール

で開催

しました。当院整形外科医長の柴田

俊一医師から「腰・膝の痛み」につ

いての講演でした。あわせて、理学

療法士から予防の体操指導を行いま

した。（参加者160人） 



 ●放射線カンファレンス（二水会）開催のおしらせ 

 3月は、14日（第2水曜日）18：30から安曇総合病院外来棟3階 

健康管理室で行います。気になる症例などありましたらお持ちより

ください。（日本医師会生涯教育制度取得単位＝１．０単位） 

      

 

 患者さんのご紹介等診療情報に関するお問い合わせ・ご要望は 

 地域医療連携課で承っています。 

    電 話   0261-61-1455  ＦＡＸ   0261-61-1456 

   Ｅ-mail renkei@azumi-ghp.jp     

    受付時間 平 日 ８時30分～17時 

         土曜日 ８時30分～12時30分（診療日に限る） 

表誌の写真／南小谷駅は

2010年8月改良されました。

JR東日本とJR西日本の会社

境界となる駅です。 

（こちらは改良前の駅） 

     

 

  

  

 2月18日、長野県の主催する「平成23年度うつ病の診療・支援基盤強化事業」

の精神医療関係者指導者研修を受講した古屋昌宏医師（精神科）からの伝達研

修会を下記により開催します。精神医療関係者の皆様はご出席ください。 

  

      期日  平成２４年３月２２日（木）１８時３０分 

      場所  安曇総合病院外来棟２Ｆ会議室 

      講師  安曇総合病院精神科 古屋昌宏 医師 

精神医療関係者伝達研修会  

 
   

 
 

 下記により開催いたします。関係者大勢のご参加をお待ちしています。 

 

      期日  平成２４年３月１０日（土）１３時３０分 

      場所  安曇総合病院外来棟１階ホール 

      講演  「まちの病院がなくなる！？」 

          城西大学経営学部教授 伊関友伸 先生 

第2回北アルプス地域ケアシンポジウム 

 
   

 
 

 下記により開催いたします。大勢のご参加をお待ちしています。 

 

      期日  平成２４年３月１２日（月）１８時００分 

      場所  安曇総合病院外来棟１階ホール 

      講演  「老年期の幻覚・妄想～レビー小体型認知症を中心に～」 

          信州大学医学部附属病院長 天野直二 先生 

地域住民のための健康公開講座 


